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研究要旨  

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）を含む頚椎術前患者における、Disabilities of the 

Arm, Shoulder, and Hand questionnaire（DASH）と既存の評価法との相関を検証

した。対象患者は、頚椎手術目的で入院した 165例で、男性 107例、女性 58例、

平均年齢は 64.2歳であった。DASH は、頚髄症 JOAスコア、NDI、NRS（頚部/上肢）、

肩関節 ROM、握力、10秒テストなど既存の評価法と多くの相関を示した。また、

重量物の運搬、家事、レクリエーションの制限などが困難と答える患者が多いこ

とが判明した。DASHは頚椎疾患における既存の評価法と多くの相関を示し、上肢

機能障害による ADL障害を詳細に捉える可能性が示唆された。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

頚椎疾患における脊髄ならびに神経根圧迫

は、痛みやしびれの他、筋力低下や巧緻運

動障害などの上肢機能障害により日常生活

動作（ADL）制限をもたらす。Disabilities 

of the Arm, Shoulder, and Hand（DASH）

questionnaire は上肢機能障害を評価する

質問表で、上肢の骨折、関節疾患、絞扼性

神経障害などに用いられているが、頚椎疾

患における詳細な報告はほとんどない。本

研究の目的は、頚椎術前患者における DASH

と既存の評価法との相関を明らかにし、

DASHの有用性を検討することである。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は、頚椎手術目的で入院した 165 例 

(男性 107/女性 58例、平均年齢 64.2 歳)で

ある。術前の DASH（機能障害/症状（D/S）  

 

 

30項目、スポーツ/芸術（S/M）、仕事（W）

の各 4項目）、頚髄症 JOAスコア、NDI、NRS

（頚部/上肢）、肩関節 ROM（屈曲）、握力、

10秒テストについて評価した。DASHと JOA

スコア、NDI、NRS、関節 ROM、握力、10秒 

テストとの相関を、ピアソン相関を用いて

統計学的に解析した。 

 

Ｃ．研究結果 

右利きが 97.0％であった。DASH D/Sは 28.4

点、S/Mは 51.3点、Wは 32.7点、JOAスコ

アは 11.8点、NDIは 11.7点、NRSは頚部痛

2.5、上肢痛 2.3、肩関節 ROM（利き手/非利

き手）は 166.3/162.2 度、握力（利き手/

非利き手）は 25.2/23.8kg、10秒テスト（利

き手/非利き手）は 21.5/21.3 回、であった。

あった。DASH D/Sは、JOAスコア（r= -0.46）、
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NDI（r= 0.55）、NRS（利き手/非利き手、r= 

-0.50/-0.55）、肩関節 ROM（利き手/非利き

手、r= -0.24/-0.34）、握力（利き手/非利

き手、r= -0.51/-0.51）、10 秒テスト（利

き手/非利き手、r= -0.42/-0.43）と有意な

相関を認めた（p<0.01）。また、DASH W は

頚髄症 JOAスコア（r= -0.49）、NDI（r= 0.64）、

握力（利き手/非利き手、r= -0.36/-0.42）、

肩 関 節 ROM （ 利 き 手 / 非 利 き 手 、

r=-0.34/-0.38）と有意な相関を認め、DASH 

S/Mは NDI（r=0.52）、上肢痛 VAS値（r= 0.51）、

非利き手の握力（r= -0.31）ならびに 10秒

テスト（r= -0.24）と有意な相関を認めた

（p<0.01）。DASH D/S の項目については、

重量物の運搬、家事、レクリエーションの

制限などが困難と答える患者が多いことが

判明した。 

Ｄ．考察、 

本研究結果では、DASHは頚髄症 JOAスコア、

NDI、NRS（頚部/上肢）、肩関節 ROM、握力、

10秒テストなど頚椎疾患における既存の評

価法と多くの相関を示した。DASH は、OPLL

を含む圧迫性頚髄症において、より生活に

密着した上肢機能障害や ADL 障害を捉えら

れる可能性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

DASHは頚椎疾患における既存の評価法と多

くの相関を示した。DASHは、OPLL 患者にお

ける上肢機能に関連した ADL 障害を詳細に

評価できる可能性がある。 

 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし 
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